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   11月 4日（月・祝）に「第 2回まちづくり協議

会」として、まち歩き＆意見交換会を開催しました。 

朝９時に里公会堂に集合し、里地区の歴史につい

て学んだ後、わがまち再発見の「まち歩き」に出掛

けました。里地区住民 27人、市役所職員 4人、コ

ンサルタント 2人が参加しました。 

 

里地区まちづくり協議会 １年目のスケジュール 

第１回協議会 

（9/6） 

制度の学習 

進め方の確認 

 

など 

第２回協議会 

（11/4  9時） 

歴史講話 

まち歩き 

意見交換 

第３回協議会 

（12/14  19時） 

の報告 

まちづくり構想

の検討 

第４回協議会 

（1月頃） 

田園まちづくり

方針の検討 

第５回協議会 

（3月頃） 

田園まちづくり

方針の決定 

２
年
目
へ 

第１回アンケート調査 

今年度の活動予定は以下の通りです。 

１年目はアンケートを行い、里地区を「まちづくり」の

視点から見直しながら、方針決定を目指します。 

ご協力ありがとうございました 

里地区 

田園まちづくりニュース 

里地区まちづくり協議会（令和元年 11月発行）

まち歩きと、意見交換を実施しました 

第２号 

5月 12日 

協議会設立 

済

次回 

「里地区の歴史と文化財」について、講話を聞いて学習しました 

（講師：加古川市文化財調査研究センター：宮本副所長） 

●里地区の特徴 

・平荘地域は、報恩寺を中心とした中世の雰囲気が残っている。 

・里地区でも、中世の風景やコミュニティがところどころに残っている。 

・中世のコミュニティでは、課題を自分たちで解決するという意識が強い。 

●里地区の歴史 

・数千年前の石器が見つかっていることから、その当時に人がいたことが分かっている。 

・渡来系の古墳と普通の古墳が混じっている。古墳時代には、多くの人が住んでいた。 

・承歴年中に村上源氏の前川八助為重が開発をしたと、「印南郡誌」に書かれている。村の

始まりの伝承があることはあまりない。 

●文化財と遺跡 

・里の地区内には国・県・市の指定文化財はない。「里古墳」、「西山大塚古墳」等の古墳、

「里観音堂前の道標｣、｢里観音堂境内の石棺｣、「里観音堂の石棺仏」などがある。 

済
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●まち歩き 公会堂→観音堂→山田池→里山→加古川堤防→公会堂（意見交換） 

まちづくり協議会会長（前川忠範）まで （電話：０７９－４２８－３３６４） 

アンケートへのご協力、ありがとうございました。 
163軒からご提出頂きました。 

アンケートの集計結果がまとまり次第、まちづ

くりニュースでもお知らせします。 

 

次回の協議会は… 

12月 14 日（土）19時～、公会堂です。 

アンケート結果を報告し、まちづくり構

想を考えます。ふるってご参加を！ 

里地区を歩いて、見て、語り合い、わがまちを再発見しました 

●意見交換 ３班に分かれて意見を出し合いました。ご意見をいくつか紹介します。 

【守り伝えたい所、資源、お気に入りの場所等】 

●歴史 

・歴史がある。  ・遺跡を再確認した。   

・歴史的史跡が多い 

・古墳がある事に当たり前になっていた。すごいことなのに、、、。 

・観音堂の石棺の歴史を知らなかった。見慣れすぎて当たり前になっていた。 

●自然 

・自然や季節を感じられる。 ・住環境が良い。 

・平荘湖や河川敷は、散歩するのに気持ちがいい。 

●眺望、景色 

・平荘湖は景観が良い。   ・景色が綺麗。 

・見慣れて何が良いのかからないが、他所から風景写真を撮りに来る人が多

い。 

●地域の活動 

・観音堂のボランティアが続いている。 ・里山が管理されている。 

【良くない所、問題点等】 

●交通の危険がある 

・抜け道に使われ、交通量が多い。  ・橋詰が混雑する。渋滞がひどい。 

・雑草が生い茂り、見通しが悪い。 

●空き家の管理が悪い 

・空き家が増えてきている。     ・壊れた家屋が危ない。 

●集落内の生活環境の問題 

・ごみのポイ捨て（車から）が多い。 ・避難所がほしい。 

・集落内の道が細く、緊急車両が入れない箇所がある。 

●まちの資源がうまく活用できていない 

・歴史的史跡のアピールが弱い。 

●子育て環境 

・小さい公園はあるが、遊具が古くて遊べない。 

・外遊びが出来る環境が、十分でない。 

 


